
海辺の砂地に生える一年草。茎は下部より多くの枝を張ってひろがり、若い枝には褐色の毛があって、高
さ30-100cm。葉は長倒披針形から倒披針形、長さ1-5cm、幅2-7mm、先は鋭形、基部は細まり、やや厚

く、3脈があり、両面に褐色の毛が生える。花期は8-10月。花は葉腋に1-3個つき、両性花と雌花があり、枝
の上部に密につく。

姫路市大塩と松帆村(現・南あわじ市)で採られた標本が残っているが、その後現地で確認できていない。

－

EX

希少

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Bassia  scoparia  (L.) A.J.Scott

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

姫路市、南あわじ市

■ 国内分布

本州（東海以西）、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

ヒユ科

兵庫県ランク…イソホウキギ
環境省ランク… －


